
2015年度 立命館学校教育研究会『若手教員の会』のご報告 

 

2015年 8月 9日（日） 

衣笠キャンパス 

 

 立命館学校教育研究会若手教員の会を開催いたしました。昨年度同様、教員を目指す学生たちが開催

している、自主的なゼミ「オードリー」の二次試験に向けた勉強会に合わせて行いました。昨年度の意

見から、今年度はびわこ・くさつキャンパスでも勉強会に合わせて若手教員の会を開催いたしました。 

 衣笠キャンパスでは、朝から多くの卒業生に、学生の勉強会にご参加いただきました。校種、教科、

受験地域に分かれ、熱心にアドバイスをしていただき、緊張感あり参考になったと学生からも感想をい

ただきました。卒業生からも、学生の一生懸命さから刺激を受けたという意見もありました。 

 茶話会では、早川事務局長から学校教育研究会や若手教員の会、その目的について説明いただき、始

まりました。すでに学生の多くいる中での開催となり、にぎやかな状態で始まりましたが、20名ほどの

卒業生にご参加いただき、交流を深めることができました。学生時代のことから日々の勤務の様子まで、

様々なことを話し合い、あっという間に閉会の時間となりました。閉会後も、現役の学生が若手教員に

質問をするなどの姿があり、有意義な時間となりました。 

 

2015年 8月 11日（火） 

びわこ・くさつキャンパス 

 

 自主ゼミ「ミセル」と教職支援センターの合同企画という形で、8 月 10 日(月)～14 日(金)の 5 日間

に、2 次対策学習会が取り組まれており、この期間に可能な限り卒業生が参加して、模擬授業や面接練

習にこれまでの経験を踏まえ支援に当たりました。 

 若手教員の会を BKC でも開くことにして、運営委員になっている 2 名がいろいろ手を尽くして連絡

をして参加しましたが、11日(火)に 2名が参加することができました。学習の後、支援センターで学生

諸君と交流し、現場の様子や教採の経験を語ることができました。 

 全学閉鎖期間ではありましたが、これまでも学内で自主学習会が開かれてきており、現役学生の取

り組みが続いてきました。そこでは、「ミセル」OBの参加もあって、今年は期間中合計 8名が参加し

て、支援に当たりました。卒業生同士の連絡体制や若手教員の会としての取り組みを作っていく段階

にあり、今後地道に積み上げる努力が求められています。経験した現役の学生諸君が、０Ｂとして今

後ともつながっていってくれることを期待しています。 

 

 


